
科目 

主管 

款 01 議会費 項 01 議会費 目 01 議会費 

事 業 名 議会広報紙発行費（議会広報費） 

決 算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

1,295,209円 
（＋78,006 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 1,295,209円 

市民一人当たり 

の決算額 

19円  

（一般財源等ベース 19円） 
単位決算額 

8円  

（印刷部数 152,790部） 

議

事

調

査

課

１ 事業目的 

市政について関心を持ってもらうため、議会において議会広報を発行すること

により、議会の審議状況などを市民に周知する。 

２ 事業内容 

⑴ 議会だより

各定例会閉会後、議会だよりを発行した。発行日は、それぞれ定例会開催月

の翌々月（５月、８月、１１月及び２月）の１日とした。 

⑵ 議会だより臨時号

５月臨時会閉会後は、翌月の６月１日に特集号を発行した。

⑶ 印刷部数及び単価

区 分 印刷部数 単価（税抜） 

令和４年３月定例会 

令和４年５月１日号 
30,420部 8.8円／部 

令和４年５月臨時会 

令和４年６月１日特集号 
30,460部 1.1円／部 

令和４年６月定例会 

令和４年８月１日号 
30,580部 6.6円／部 

令和４年９月定例会 

令和４年１１月１日号 
30,620部 13.2円／部 

令和４年１２月定例会 

令和５年２月１日号 
30,710部 8.8円／部 

合 計 152,790部 

⑷ 支出科目

区 分 内 容 事業費 

需用費 議会だより印刷代 1,295,209円 

３ 事業成果 

議会だよりを発行し、継続的に情報を提供することにより、市民の議会への関

心を高めるとともに理解を深めることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 01 議会費 項 01 議会費 目 01 議会費 

事 業 名 政務活動費交付金（政務活動費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,207,952円 
（＋55,921 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0円 0円 0円 0円 0円 1,207,952円 

市民一人当たり 

の決算額 

18円  

（一般財源等ベース 18円） 
単位決算額 

57,522円  

（会派・議員 21人） 

議

事

調

査

課 

１ 事業目的 
議会の議員の市政に関する調査研究その他の活動に資するため、必要な経費

（使途基準により規定）の一部として、会派又は議員に対し、政務活動費を交付
する。 

 
２ 事業内容 
⑴ 交付額及び交付の方法 

   交付申請により、基準日（４月１日及び１０月１日）における会派又は議員
に対する政務活動費を、各半期の最初の月に交付した。 

区 分 政務活動費 議員数 交付額 
５月～９月 ※ 75,000円／人 21人 1,575,000円 
１０月～３月 90,000円／人 21人 1,890,000円 

合 計 165,000円／人  3,465,000円 
   ※令和４年度は改選があったため、５月から９月分を支給した。 
⑵ 収支報告書の提出 

   政務活動費の交付を受けた会派又は議員は、政務活動費に係る収入及び支出
の報告書を作成し、領収書の原本を添えて議長に提出した。 

 ⑶ 政務活動費の返還 
政務活動費の交付額から必要経費を支出した額を控除して残余があったた

め、会派又は議員は、残余の額に相当する額の政務活動費を収支報告書の提出
時に返還した。 

交付額 返還の額 事業費 
3,465,000円 2,257,048円 1,207,952円 

⑷ 使途基準（例示） 
区 分 内 容 

調査研究費 調査委託費、交通費及び宿泊費など 

研修費 
会場費・機材借上費、講師謝金、会費、交通費
及び宿泊費など 

調査費 交通費及び宿泊費など 
要請・陳情活動費 印刷・製本代、交通費及び宿泊費など 
会議費 印刷・製本代及び原稿料など 
資料作成費 印刷・製本代及び原稿料など 
資料購入費 書籍購入代及び新聞雑誌購読料など 
広報費 広報誌・報告書等印刷費、送料及び交通費など 
事務費 事務用品・備品購入費及び通信費など 
その他 その他、調査研究活動に要する経費 

 
３ 事業成果 

  市議会議員の市政に関する調査研究活動の充実を図ることにより、議員の見識

が高まり、市民生活の向上と市政の発展に寄与することができた。 
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